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都市OS利活用協議会の進め方について

 メリットの明確化: 都市OSがもたらす市民・企業・行政それぞれのメリットの明確化。

 課題と経験知の共有: 自治体のスマートシティ活動において、都市OS等のICTやデータの取得/利活用に関
する課題と経験値を他の自治体に共有。

 知識の獲得: 自治体職員が都市OSを有効に活用するために必要な知識を得る。

 自治体間のデータ形式等の標準化に寄与出来ないか。

 アプリケーション、デバイスなどのマーケットプレイス形成に寄与出来ないか。

 都市間の共創や連携の推進に寄与出来ないか。

 設計・施工・維持管理BIMと都市OSの連携によるスマートシティの高度化検討。

 恒久的課題である公共施設・インフラの適正配置を可能にする都市OSの活用にかかる手法等の調査。

◆主たる目的 (～2022上期程度)

◆将来の方向性

Copyright(C) Japan PFI/PPP Association ALL Right Reserved. 
2



都市OS利活用協議会の活動イメージ

募集
(12月~)

ご案内
(本日)

第一期 (~2022/上期)

第二期～アンケート
(2022/1月)

 活動に先行して、自治体会員に対し、都市OS等ICTやデータの取得/利活用に係る課題、及び協議会への
要望関するアンケート実施 (2022年1月頃)

 アンケートの結果に基づき、年度内～来上期程度を念頭に、全会員向けのワークショップ (WS) と自治体
会員向けの都市OS勉強会をオンライン開催

 各WSは、自治体講演、およびディスカッションを組み合わせて構成 (P5参照)

◆活動イメージ
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都市OS利活用協議会 事業概要
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① ICT人材育成の事例紹介

② 都市OSとスマートシティ全体像の理解促進

【都市OSの意義、提供機能、データモデル、標準API、都市OSとサービス・アプリとの連携】

③ 分野間連携の事例紹介と促進

④ 都市間連携（都市OS相互接続・共同利用）及びアプリ再利用の促進と新アプリ共同運用による

コストシェアリング等の検討

⑤ 住民参画とそれに伴う個人情報の取り扱いに関する事例研究（オプトイン等）

⑥ 都市OSビジネスモデル（費用負担の考え方）の検討

⑦ 都市OSの利活用によって生まれる新たな市民サービスの取りまとめ・紹介

⑧ デジタルビジネスサービス関連企業と実証の場を提供できる地方自治体間の斡旋・紹介

（都市OSサウンディング・マッチング）

⑨ その他都市OSの機能・特徴の調査・研究

⑩ その他、協議会に資する事業



協議会アジェンダのイメージ
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• ワークショップ – 実際のアジェンダや日程はアンケートによって後日決定

• 対象会員: 全会員

WS# #1 -- 2021/02 #2 -- 2021/04頃 #3 -- 2021/06頃 #4 -- 2021/08頃

テーマ 課題共有/人材育成 住民参画と個人情報 費用の最適化手法 分野間・都市間連携

PFI協会報告

自治体講演

アンケート結果報告。
WSの活動提案
(日本PFI・PPP協会)

住民参画とそれに伴う個人情報
の取り扱いに関する事例紹介
(オプトイン等)

ビジネスモデル事例
(TBD.)

分野間連携と都市間連携の事
例

ICT人材育成の事例紹介 都市OSの共同利用 第二期の活動提案
(日本PFI・PPP協会)

ディスカッション
•課題の掘り下げ
•対処事例の共有

•事例に対する質疑
•参加自治体への適用可能性

•事例に対する質疑
•参加自治体への適用可能性

•事例に対する質疑
•第二期の活動

勉強会# #1 -- 2021/02 #2 -- 2021/05頃 #4 -- 2021/08頃

テーマ 都市OSとは システム費用の最適化手法 分野間・都市間連携

都市OS勉強会

• SCを支えるICTシステムにおける都市OSの
役割と課題

•データのクロスドメイン活用
•データとAPIの共通化

• SCを支えるICTシステムの費用構造
•OSSの活用
• AP/サービスの流通

•分野間連携・都市間連携を実現す都市OS
の機能

• 都市OS勉強会 – アンケートにより、内容や開催回数を後日決定

• 対象会員: 都市OSに興味があり、これから勉強しようと考えている自治体職員・民間企業など



事務局・スケジュール
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１．事務局

特定非営利活動法人日本PFI・PPP協会

２．スケジュール

①2021年11月 協議会設立のご案内

②2021年12月 会員募集

③2022年1月 協議会設立

④2022年1月
会員に対する都市OSに係る課題及び協議会への要望を調査するためのアン
ケート実施

⑤2022年3月 第1回 協議会開催
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FIWARE と Marketplace
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FIWARE Foundationの主要活動

⚫ FIWAREの価値を高め、広める活動の一つとしてMarketplaceを運営

⚫ “Powered FIWARE”の認定と商材や事業者を紹介

出所：https://www.fiware.org/about-us/ を参考に要約

FIWAREソフトウェアの開発

FIWARE

✓ FIWAREをOSSとして開発

✓ https://www.fiware.org/developers/catalogue/

標準データモデルの策定と普及

Smart Data Models

✓標準APIで用いられるデータ形式をTM ForumやIUDXと共同で

策定しデファクト化

✓ https://www.fiware.org/developers/smart-data-models/

コミュニティー

FIWARE Summit & Days

✓あらゆる種類の参加者を募り開催するイベント

✓次回は来年1月にスペインで第22回を開催予定

FIWARE Ecosystem

✓NECやTIS等が参加するエコシステムを運営

✓ iHubと呼ばれる試行環境は世界で26か所

✓GSMA、 TM Forum、 IUDX、 Alastria、 ETSI、などとの戦略

的パートナーシップ

サービスやアプリケーションの普及

Marketplace

✓ FIWARE標準に準拠したソリューションの紹介

✓ FIWARE as a serviceを提供するプラットフォームサービスプ

ロバイダの紹介

✓NGSIに準拠したIoTデバイスの紹介

✓ FIWAREと組み合わせるソフトウェア部品の紹介

✓トレーニング、コンサルタント、SIサービス事業者の紹介
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一定の基準を満たし、エンジニアのヒアリング
に合格すると、”Powered by FIWARE”を名乗ると
ともに、marketplaceに登録できる

スマートシティサービス

都市OS等のサービス
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Marketplaceに登録されている“Solution”の一覧

駐車場事業者向けクラウドパーキング管理

駐車場探しの渋滞回避、運転者向けアプリ

11出所：https://marketplace.fiware.org/pages/solutions



センサなどのデバイス

ソフトウェア部品など
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教育・訓練など

コンサル・SIなど
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ご参考: Marketplaceを推進する環境条件

カテゴリ 概要

APIの標準化 Fiware Foundationは、OMAで策定したNGSIを標準APIとして採用

Data Modelの
標準化

自治体の団体(OASC: Open & Agile Smart Cities)、 Fiware Foundation等4団体が共同で、
共通のデータモデルを策定
• データ形式に加え、形式名やタグの命名規則、値の表現、定数(通番等)
• Data Modelはドラフト含めクラウドに無償公開

“powered by
Fiware”の認定

Marketplaceに登録したい商材については、事前に各種情報を登録すするとともに、エン
ジニアがヒアリングして確認
• FIWAREのBrokerと連携して動作しているかなど

評価環境提供 iHubと呼ばれる試行環境を提供

各種支援提供 無償トレーニングの提供、イベントでの講演スロットの提供、コミュニティーへの参加
など

アライアンス ユーザ団体であるOASC、標準化団体であるSchema.org、GSMA、TM Forum、IUDX、
Alastria、ETSI等との協業

プレゼンス EUのお墨付き、数多くの参加団体
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ご清聴ありがとうございました。

〒105-0004
東京都港区新橋6丁目20番1号 ル・グラシエルBLDG.1-6F603
TEL：03-6809-2259 ｜ FAX：03-6809-2292
URL：http://www.pfikyokai.or.jp ｜ E-mail：info@pfikyokai.or.jp

日本PFI・PPP協会
お問い合わせ


